
しかしながら，品質マネジメントシステムを適切に運用す

ることは，医薬品の品質を担保することにつながり，つまり

は患者の安全，安心につながると考えている．課題は多々あ

るが，教育訓練などを通して，品質マネジメントシステムに

対する全担当員の理解及び知識の向上を図っていきたい． 

そして，より良い品質マネジメントシステムを構築するた

め，自己点検やマネジメントレビューなどを活用しながら，

継続的な見直しを図っていくことが重要である． 

今後も，安全，安心な医薬品を患者へ提供できるよう，適

切に品質マネジメントシステムを運用しながら，引き続き，

医薬品等の監視に努めたい． 
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Ⅰ はじめに 

令和3年4月から令和4年3月の間に実施した原子力規制委員

会委託「環境放射能水準調査」について報告する．この調査

は昭和61年チェルノブイリ原発事故を契機として始まり，全

都道府県が「環境放射能水準調査」として実施しているもの

である． 

 

Ⅱ 方法 

１ 調査期間 

令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日 

２ 調査項目 

環境放射能調査項目を表 1 に示す． 

 

３ 測定装置 

（１）全 β放射能測定 ：β線測定装置 

（ALOKA 社製 JDC-5200） 

（２）γ線核種分析    ：Ge 半導体核種分析装置 

（SEIKO EG&G 社製 GEM-25-70） 

（３）空間放射線量率 ：モニタリングポスト  

（ALOKA 社製 MAR-22，応用光研工業社製 FND-303) 

４ 試料の調製及び測定方法 

試料の調製及び測定方法は「環境放射能水準調査委託実施

計画書」1) ，文部科学省「全ベータ放射能測定法」2) ，「ゲ

ルマニウム半導体検出器による γ線スペクトロメトリー」3) ，

「連続モニタによる環境ガンマ線測定法」4) ，「環境試料採

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 環境放射能調査項目 

*現 東部保健福祉局＜徳島保健所＞ 

番号 備考

1 全β放射能測定

2

3

4

5

6

7

8

9 徳島局 徳島市（徳島保健所）

鳴門局 鳴門市（鳴門合同庁舎）

美波局 美波町（南部総合県民局美波庁舎）

池田局 三好市（池田総合体育館）

モニタリングポスト

 石井町（農林水産総合技術支援センター）

野菜（ほうれん草）  石井町

牛乳（原乳）  徳島市

空間放射線量率

γ線核種分析

降下物  徳島市（保健製薬環境センター）

陸水（蛇口水）  徳島市（保健製薬環境センター）

土壌  上板町（農林水産総合技術支援センター）

精米  石井町

野菜（大根）

調査項目 調査地点

定時降水  徳島市（保健製薬環境センター）

大気浮遊じん  徳島市（保健製薬環境センター）
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取法」5) に準拠し実施した． 

（１）定時降水 

当センター屋上に雨水採取器（受水面積 423 cm2）を設置

し，9時に前24時間の降水を採取し，全β放射能を測定した． 

なお，全 β 放射能が検出された試料については γ 線核種分

析を行った． 

（２）大気浮遊じん 

当センター屋上においてハイボリュームエアサンプラーを 

用いて約 1,680 m3の大気を吸引し，ガラス繊維ろ紙上に捕集

した．これを 1 か月に 2 回行い，3 か月分の試料をまとめて γ

線核種分析を行った． 

（３）降下物 

当センター屋上に大型水盤（受水面積 5,000 cm2）を設置し， 

1 か月間の降下物を集め，濃縮乾固した後，γ 線核種分析を行

った． 

（４）陸水（蛇口水） 

当センター4階の蛇口水を 100 L採取し，濃縮乾固した後， 

γ 線核種分析を行った． 

（５）土壌 

農林水産総合技術支援センターで 0～5 cm，5～20 cm の深

さの土壌をそれぞれ採取し，105°C で乾燥した後，ふるい（目

開き 2 mm）に通し，γ 線核種分析を行った． 

（６）精米 

購入した精米を前処理することなく，γ 線核種分析を行った． 

（７）野菜 

購入した大根及びほうれん草について，各検体を105°Cで

72時間乾燥した後，電気炉を用いて450°Cで24時間灰化処理

を行い，ふるい（目開き0.35 mm）に通し，γ線核種分析を行

った． 

（８）牛乳 

畜産農家で採取した牛乳（原乳）を前処理することなく，γ

線核種分析を行った． 

（９）空間放射線量率 

徳島局，鳴門局，美波局及び池田局にモニタリングポスト

を設置し，24時間連続測定を行った． 

 

Ⅲ 調査結果及び考察 

１ 降雨中の全β放射能測定 

表 2 に定時降水試料中の全 β 放射能濃度測定結果を示す．

1 試料で全 β 放射能が検出されたが，γ 線核種分析の結果，人

工放射性核種は検出されなかった．なお，検出下限値は，計

数誤差の 3 倍とした． 

２ γ線核種分析 

表3に大気浮遊じん，降下物，陸水，土壌及び食品試料中の

γ線核種分析結果を示す．土壌試料から人工放射性核種である

137Csが検出されたが，例年と同様に低レベルであった．これ

は，過去に行われた大気圏核実験等に由来するものと推察さ

れ，近隣県と比較しても同程度であった6) ．その他の試料に

ついては，人工放射性核種である131I，134Cs，137Csはいずれも

検出限界値未満であった． 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 定時降水試料中の全 β 放射能調査結果 

測定数 最低値 最高値

 令和3年  4月 75.6 7 N.D N.D N.D

　　　　  5月 119.0 11 N.D N.D N.D

　　　　  6月 93.7 9 N.D N.D N.D

　　　　  7月 88.1 8 N.D N.D N.D

　　　　  8月 340.7 10 N.D N.D N.D

　　　　  9月 190.3 13 N.D N.D N.D

 　　　   10月 70.7 5 N.D N.D N.D

　  　　   11月 174.3 5 N.D N.D N.D

　    　　12月 6.0 2 N.D N.D N.D

 令和4年 1月 22.9 3 N.D N.D N.D

　　　　  2月 40.5 3 N.D 0.74 2.9 

　　　　  3月 90.5 6 N.D N.D N.D

年  間  値 1312.3 82 N.D N.D N.D

238 N.D 0.72 N.D～3.6

放射能濃度  ( Bq/L )

過去3年間の値(平成30～令和2年度)

※N.Dは検出限界値未満（計数値がその計数誤差の3倍を下回るもの）を示す．

採取年月 降水量  ( mm )
月間降下量

( MBq/km2 )

 

131I

最低値 最高値 最低値 最高値

徳島市 R3.4 - R4.3 4 N.D N.D N.D N.D  mBq/m3

徳島市 R3.4 - R4.3 12 N.D N.D N.D N.D  MBq/km2

徳島市 R3.6 1 N.D N.D  mBq/L
N.D N.D  Bq/kg乾土

N.D N.D  MBq/km2

N.D N.D  Bq/kg乾土

N.D N.D  MBq/km2

石井町 R3.10 1 N.D N.D  Bq/kg精米

大　根 石井町 R3.12 1 N.D N.D
ほうれん草 石井町 R3.12 1 N.D N.D

徳島市 R3.8 1 N.D N.D  Bq/L
134Cs

最低値 最高値 最低値 最高値

徳島市 R3.4 - R4.3 4 N.D N.D N.D N.D  mBq/m3

徳島市 R3.4 - R4.3 12 N.D N.D N.D N.D  MBq/km2

徳島市 R3.6 1 N.D N.D  mBq/L
N.D N.D  Bq/kg乾土

N.D N.D  MBq/km2

N.D N.D  Bq/kg乾土

N.D N.D  MBq/km2

石井町 R3.10 1 N.D N.D  Bq/kg精米

大　根 石井町 R3.12 1 N.D N.D
ほうれん草 石井町 R3.12 1 N.D N.D

徳島市 R3.8 1 N.D N.D  Bq/L
137Cs

最低値 最高値 最低値 最高値

徳島市 R3.4 - R4.3 4 N.D N.D N.D N.D  mBq/m3

徳島市 R3.4 - R4.3 12 N.D N.D N.D N.D  MBq/km2

徳島市 R3.6 1 N.D N.D  mBq/L
1.9 3.0  Bq/kg乾土

63 120  MBq/km2

1.6 2.4  Bq/kg乾土

130 160  MBq/km2

石井町 R3.10 1 N.D N.D  Bq/kg精米

大　根 石井町 R3.12 1 N.D N.D
ほうれん草 石井町 R3.12 1 N.D N.D

徳島市 R3.8 1 N.D N.D  Bq/L
※N.Dは検出限界値未満（計数値がその計数誤差の3倍を下回るもの）を示す．

牛乳（原乳） N.D

精　米 N.D

野　菜
N.D

 Bq/kg生
N.D

1.7
57

5～20 cm 上板町 R3.8 1
1.6
170

単　位

大気浮遊じん

降 下 物

陸水（蛇口水） N.D

土　壌

0～5 cm 上板町 R3.8 1

 Bq/kg生
N.D

牛乳（原乳） N.D

試　料　名 採取場所 採取年月 検体数

137Cs
前年度までの
過去3年間の値

精　米 N.D

野　菜
N.D

土　壌

0～5 cm 上板町 R3.8 1
N.D
N.D

5～20 cm 上板町 R3.8 1
N.D
N.D

前年度までの
過去3年間の値 単　位

大気浮遊じん

降 下 物

陸水（蛇口水） N.D

牛乳（原乳） N.D

試　料　名 採取場所 採取年月 検体数

134Cs

精　米 N.D

野　菜
N.D

 Bq/kg生
N.D

N.D
N.D

5～20 cm 上板町 R3.8 1
N.D
N.D

単　位

大気浮遊じん

降 下 物

陸水（蛇口水） N.D

土　壌

0～5 cm 上板町 R3.8 1

試　料　名 採取場所 採取年月 検体数

131I
前年度までの
過去3年間の値

 

３ 空間放射線量率   

表 4 に空間放射線量率の測定結果を示す．徳島局における

空間放射線量率は，34～63 nGy/h であり，過去 3 年間の値と

同程度で推移した．鳴門局，美波局，池田局においても，降

雨の影響により，最高値の変動はあるが，平均値としてはい

ずれの局も年間を通して同程度で推移した．いずれの局にお

いても，最高値を記録した際は天候不良であり，降雨もしく

は降雪により，大気中の天然放射性核種が地表面に落下する

表 3 ゲルマニウム半導体検出器による γ核種分析測定調査結果 
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131I

最低値 最高値 最低値 最高値

徳島市 R3.4 - R4.3 4 N.D N.D N.D N.D  mBq/m3

徳島市 R3.4 - R4.3 12 N.D N.D N.D N.D  MBq/km2

徳島市 R3.6 1 N.D N.D  mBq/L
N.D N.D  Bq/kg乾土

N.D N.D  MBq/km2

N.D N.D  Bq/kg乾土

N.D N.D  MBq/km2

石井町 R3.10 1 N.D N.D  Bq/kg精米

大　根 石井町 R3.12 1 N.D N.D
ほうれん草 石井町 R3.12 1 N.D N.D

徳島市 R3.8 1 N.D N.D  Bq/L
134Cs

最低値 最高値 最低値 最高値

徳島市 R3.4 - R4.3 4 N.D N.D N.D N.D  mBq/m3

徳島市 R3.4 - R4.3 12 N.D N.D N.D N.D  MBq/km2

徳島市 R3.6 1 N.D N.D  mBq/L
N.D N.D  Bq/kg乾土

N.D N.D  MBq/km2

N.D N.D  Bq/kg乾土

N.D N.D  MBq/km2

石井町 R3.10 1 N.D N.D  Bq/kg精米

大　根 石井町 R3.12 1 N.D N.D
ほうれん草 石井町 R3.12 1 N.D N.D

徳島市 R3.8 1 N.D N.D  Bq/L
137Cs

最低値 最高値 最低値 最高値

徳島市 R3.4 - R4.3 4 N.D N.D N.D N.D  mBq/m3

徳島市 R3.4 - R4.3 12 N.D N.D N.D N.D  MBq/km2

徳島市 R3.6 1 N.D N.D  mBq/L
1.9 3.0  Bq/kg乾土

63 120  MBq/km2

1.6 2.4  Bq/kg乾土

130 160  MBq/km2

石井町 R3.10 1 N.D N.D  Bq/kg精米

大　根 石井町 R3.12 1 N.D N.D
ほうれん草 石井町 R3.12 1 N.D N.D

徳島市 R3.8 1 N.D N.D  Bq/L
※N.Dは検出限界値未満（計数値がその計数誤差の3倍を下回るもの）を示す．

牛乳（原乳） N.D

精　米 N.D

野　菜
N.D

 Bq/kg生
N.D

1.7
57

5～20 cm 上板町 R3.8 1
1.6
170

単　位

大気浮遊じん

降 下 物

陸水（蛇口水） N.D

土　壌

0～5 cm 上板町 R3.8 1

 Bq/kg生
N.D

牛乳（原乳） N.D

試　料　名 採取場所 採取年月 検体数

137Cs
前年度までの
過去3年間の値

精　米 N.D

野　菜
N.D

土　壌

0～5 cm 上板町 R3.8 1
N.D
N.D

5～20 cm 上板町 R3.8 1
N.D
N.D

前年度までの
過去3年間の値 単　位

大気浮遊じん

降 下 物

陸水（蛇口水） N.D

牛乳（原乳） N.D

試　料　名 採取場所 採取年月 検体数

134Cs

精　米 N.D

野　菜
N.D

 Bq/kg生
N.D

N.D
N.D

5～20 cm 上板町 R3.8 1
N.D
N.D

単　位

大気浮遊じん

降 下 物

陸水（蛇口水） N.D

土　壌

0～5 cm 上板町 R3.8 1

試　料　名 採取場所 採取年月 検体数

131I
前年度までの
過去3年間の値

 

３ 空間放射線量率   

表 4 に空間放射線量率の測定結果を示す．徳島局における

空間放射線量率は，34～63 nGy/h であり，過去 3 年間の値と

同程度で推移した．鳴門局，美波局，池田局においても，降

雨の影響により，最高値の変動はあるが，平均値としてはい

ずれの局も年間を通して同程度で推移した．いずれの局にお

いても，最高値を記録した際は天候不良であり，降雨もしく

は降雪により，大気中の天然放射性核種が地表面に落下する

表 3 ゲルマニウム半導体検出器による γ核種分析測定調査結果 
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一般的な現象によるものと考えられる．  

なお，徳島局に比べ，他の 3 局が高い値を示しているが， 

これは設置場所の状況の違いや，地面，地質の違いによるも

のと考えられる 7) ． 

 

Ⅳ まとめ 
令和 3 年度における環境放射能水準調査については，γ 線

核種分析の結果，土壌試料で 137Cs が検出されたが，例年と

同様に低濃度であった． 

 全β放射能測定では，1試料で全β放射能が検出されたが，

γ 線核種分析の結果，人工放射性核種は不検出であった．空

間放射線量率は 4 局で測定した結果，設置場所の状況により

測定値はそれぞれ異なるが，各局ともに年間を通して，概ね

変動のない数値であった． 

以上から，本調査結果により，徳島県の環境放射能につい

ては，これまでと同程度の放射線量のレベルで推移している

ことが確認された． 
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表 4 空間放射線量率測定結果 

最高値 最低値 平均値 最高値 最低値 平均値 最高値 最低値 平均値 最高値 最低値 平均値

  令和3年 4月 49 34 39 69 49 53 72 48 53 77 56 61
　　　　 5月 58 37 40 75 49 53 75 49 54 108 56 60
　　　　 6月 49 37 39 68 49 52 71 49 53 90 57 61
    　 　    7月 58 37 39 79 48 52 77 49 53 99 56 60
　　　　 8月 47 34 39 65 48 52 75 50 53 94 56 61
　　　　 9月 57 37 39 75 49 52 79 50 54 91 56 60
　　  　  10月 50 37 39 78 49 53 66 50 54 83 56 61
　   　　11月 51 38 40 69 49 53 70 50 54 81 56 60
　　    　12月 49 38 40 71 49 54 72 50 54 146 56 60
  令和4年 1月 63 38 40 91 51 54 70 50 54 118 57 60
 　　   　 2月 52 38 40 71 49 54 69 47 54 95 54 60
　       　  3月 51 37 40 70 51 53 64 48 51 79 54 57

年 間 値 63 34 39 91 48 53 79 47 54 146 54 60

過去3年間の値
(平成30～令和2年度) 62 36 40 94 47 54 97 47 54 114 54 60

※単位：nGy/h

測定年月日
徳島局 鳴門局 美波局 池田局
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要 旨 
 

水道水中の陰イオンの標準検査方法である「イオンクロマトグラフによる一斉分析法」について，厚生労働省の

「水道水質検査方法の妥当性評価ガイドライン」に基づく妥当性評価を行った結果，いずれも目標を満たしていた． 
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Ⅰ はじめに 

水道水の水道法第4条に基づく水質基準は，「水質基準に関

する省令（厚生労働省令第101号）」1) により現在51項目につ

いて定められている．検査方法については，「水質基準に関

する省令の規定に基づき厚生労働大臣が定める方法（厚生労

働省告示第261号）」2) において定められている．  

今回，亜硝酸態窒素，硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素，フッ

素及びその化合物，塩素酸，塩化物イオン（以下「陰イオン

類」という．）の標準検査方法であるイオンクロマトグラフ

による一斉分析法について，水道水質検査方法の妥当性評価

ガイドライン3) （以下「ガイドライン」という．）に基づく

妥当性評価を実施したので，その結果を報告する． 

 

Ⅱ 方法  

１ 試薬 

陰イオン類の標準原液は，富士フィルム和光純薬（株）製

標準液（1000 mg/L）を用いた．また，エチレンジアミンは関

東化学（株）製，炭酸水素ナトリウム及び炭酸ナトリウムは

試薬特級（和光純薬（株）製）を用いた．精製水にはMilli-Q IQ 

7003（メルク（株）製）で製造した超純水を用いた． 

 

 

２ 装置及び測定条件 

イオンクロマトグラフはIC-2010（東ソー（株）製）を用い

た．分析条件を表1，検量線の濃度範囲（濃度点）を表2に示

す．回帰式は直線回帰，重み付けなしとした．添加試料は，

水道水に検量線の最低濃度を添加し作成した．検量線の評価

は3併行，1日間の測定で，添加試料の評価は5併行，1日間の

測定で行うこととした．  

 

表1 分析条件 

カラム 

ガードカラム 

 

溶離液 

流速 

検出 

温度 

注入量 

TSKgel SuperIC-AZ（4.6 mmI.D.×15 cm） 

TSKgel guardcolumn SuperIC-AZ 

               （4.6 mmI.D. ×1 cm） 

3.2 mmol/L NaHCO3 + 1.9 mmol/L Na2CO3 

0.8 mL/min 

電気伝導度検出（サプレッサー使用） 

40°C 

30 μL 
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